
(57)【要約】

【課題】静電気対策部品自体がスコープ内の電子回路の

動作、特性に影響を与えず、また少ない部品数で静電気

対策を有効に行えるようにする。

【解決手段】スコープ１２の外装体として金属部材１６

Ａ～１６Ｃを設け、この金属部材１６Ａが導線１７によ

って金属部材１６Ｂに接続され、この金属部材１６Ｂは

連結端子板１９によって金属部材１６Ｃに接続され、こ

の金属部材１６Ｃが静電気対策部品２５を介してシール

ドボックス２１に接続され、このシールドボックス２１

は接片バネ２２を介してプロセッサ装置１４の筐体グラ

ンド２３Ｇに接続される。また、上記金属部材１６Ｃを

、上記静電気対策部品２５を介してコネクタ回路部３４

のグランド端子３４ｇに接続してもよい。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ス コ ー プ 本 体 の 外 装 体 に 金 属 部 材 を 有 す る 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て 、
上 記 外 装 体 金 属 部 材 と プ ロ セ ッ サ 装 置 筐 体 グ ラ ン ド 又 は ス コ ー プ 側 回 路 グ ラ ン ド と の 間 に
、 静 電 気 対 策 部 品 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 電 子 内 視 鏡 装 置 、 特 に 外 部 か ら 与 え ら れ る 静 電 気 に 対 し ス コ ー プ 内 の 電 子 部 品 を
保 護 す る た め の 構 成 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 ３ に は 、 医 療 分 野 等 で 用 い ら れ る 電 子 内 視 鏡 装 置 の 概 略 構 成 が 示 さ れ て お り 、 こ の 装 置
で は ス コ ー プ （ 電 子 内 視 鏡 ） １ が プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ へ コ ネ ク タ 部 ３ に よ り 着 脱 自 在 に 接 続
さ れ る 。 こ の ス コ ー プ １ の 先 端 に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ （ Ｃ ｈ ａ ｒ ｇ ｅ 　 Ｃ ｏ ｕ ｐ ｌ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ ｖ ｉ
ｃ ｅ ） を 含 む Ｃ Ｃ Ｄ 回 路 部 ４ が 設 け ら れ 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ 回 路 部 ４ は コ ネ ク タ 回 路 部 ５ か ら 信
号 線 ６ ａ を 介 し て 供 給 さ れ る 信 号 に よ っ て 駆 動 さ れ 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ 回 路 部 ４ で 撮 像 さ れ た 信
号 は 、 信 号 線 ６ ｂ を 通 り 、 コ ネ ク タ 回 路 部 ５ を 介 し て プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ へ 供 給 さ れ る 。 ま
た 、 ス コ ー プ １ の 操 作 部 に は 静 止 画 の 形 成 及 び 記 録 の た め の フ リ ー ズ ス イ ッ チ 等 の ス イ ッ
チ ７ が 配 置 さ れ て お り （ 複 数 設 け ら れ る ） 、 こ の ス イ ッ チ ７ の 操 作 信 号 は 信 号 線 ６ ｃ か ら
コ ネ ク タ 回 路 部 ５ を 介 し て プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ へ 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 図 ３ の 装 置 で は 、 上 記 の Ｃ Ｃ Ｄ 回 路 部 ４ か ら の 出 力 信 号 が コ ネ ク タ 回 路 部 ５ で
所 定 の 処 理 が 施 さ れ 、 そ の 後 に プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ で 更 に カ ラ ー 映 像 処 理 が 施 さ れ る こ と に
な り 、 被 観 察 体 の 映 像 は モ ニ タ ８ へ 表 示 さ れ る 。 ま た 、 上 記 フ リ ー ズ ス イ ッ チ ７ の 操 作 に
よ っ て 静 止 画 が 形 成 さ れ 、 こ の 静 止 画 は 記 録 装 置 等 へ も 記 録 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － １ ９ ２ ０ ８ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 上 記 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 、 ス コ ー プ １ に お い て そ の 内 部 に 配 置 さ れ る Ｉ Ｃ （ 集
積 回 路 ） 、 ト ラ ン ジ ス タ 等 の 電 子 部 品 を 保 護 す る た め に 、 静 電 気 の 対 策 を 採 る こ と が 提 案
さ れ て お り 、 こ の 静 電 気 対 策 と し て は 、 対 象 と な る 信 号 線 或 い は 電 源 線 に 対 し 、 静 電 気 対
策 部 品 を 配 置 す る こ と に な る 。 例 え ば 、 図 ３ の 場 合 は 、 各 信 号 線 ６ ａ ， ６ ｂ ， ６ ｃ と グ ラ
ン ド と の 間 に 、 静 電 気 対 策 部 品 ９ ａ ， ９ ｂ ， ９ ｃ を 配 置 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し か し 、 上 述 の よ う に 静 電 気 対 策 部 品 ９ ａ ， ９ ｂ ， ９ ｃ を 信 号 線 ６ ａ ， ６ ｂ ， ６ ｃ に 直 接
接 続 す る 場 合 は 、 こ の 対 策 部 品 の 回 路 素 子 の 持 つ イ ン ピ ー ダ ン ス （ 静 電 容 量 等 ） が Ｃ Ｃ Ｄ
回 路 部 ４ や コ ネ ク タ 回 路 部 ５ の 内 部 電 子 回 路 の 動 作 、 特 性 に 影 響 を 与 え る と い う 問 題 が あ
る 。 ま た 、 図 ３ の よ う に 、 必 要 と な る 信 号 線 （ ６ ａ ～ ６ ｃ ） 又 は 電 源 線 に 応 じ て 静 電 気 対
策 部 品 （ ９ ａ ～ ９ ｃ ） を 設 け た の で は 、 静 電 気 対 策 部 品 の 設 置 数 が 多 く な り 、 ス コ ー プ の
大 型 化 、 コ ス ト 高 に も 繋 が る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 静 電 気 対 策 部 品 自 体 が ス
コ ー プ 内 の 電 子 回 路 の 動 作 、 特 性 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 ま た 少 な い 部 品 数 で 静 電 気 対
策 を 有 効 に 行 う こ と が で き る 電 子 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 ス コ ー プ 本 体 の 外 装 体 に 金 属 部 材 を 有 す る 電 子 内
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視 鏡 装 置 に お い て 、 上 記 外 装 体 金 属 部 材 と プ ロ セ ッ サ 装 置 筐 体 グ ラ ン ド 又 は ス コ ー プ 側 回
路 グ ラ ン ド と の 間 に 、 静 電 気 対 策 部 品 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 静 電 気 対 策 部 品 と し て サ ー ジ ア ブ ソ ー バ ー や エ ア ギ ャ ッ プ を 利 用 し
た 静 電 気 抑 圧 素 子 等 が 用 い ら れ 、 こ の 静 電 気 対 策 部 品 が 外 装 体 金 属 部 材 と プ ロ セ ッ サ 装 置
筐 体 グ ラ ン ド 、 即 ち 商 用 電 源 の グ ラ ン ド と の 間 に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 こ の 静 電 気 対 策 部 品
は 、 外 装 体 金 属 部 材 と ス コ ー プ の コ ネ ク タ 回 路 部 グ ラ ン ド と の 間 に 配 置 す る こ と も で き る
。 こ の 結 果 、 外 部 か ら ス コ ー プ に 与 え ら れ る 静 電 気 は 、 ス コ ー プ 内 の 電 子 回 路 （ 部 品 ） を
通 ら ず に 、 外 装 体 金 属 部 材 か ら グ ラ ン ド に 流 れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ に は 、 第 １ 実 施 例 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 の 構 成 が 示 さ れ て お り 、 図 示 さ れ る よ う に 、
ス コ ー プ （ 電 子 内 視 鏡 ） １ ２ は コ ネ ク タ １ ３ に よ っ て プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ に 着 脱 自 在 に 取
り 付 け ら れ る 。 こ の ス コ ー プ １ ２ は 、 挿 入 部 １ ２ Ａ 、 操 作 部 １ ２ Ｂ 、 ケ ー ブ ル 部 １ ２ Ｃ を
有 し 、 こ の ケ ー ブ ル 部 １ ２ Ｃ は 途 中 で 二 股 に 分 か れ 、 そ の 端 部 に 電 気 コ ネ ク タ 部 １ ２ Ｄ と
光 コ ネ ク タ 部 １ ２ Ｅ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 こ の ス コ ー プ １ ２ の 外 装 体 と し て 、 上 記 挿 入 部 １ ２ Ａ で は ア ン グ ル リ ン グ を 含 む リ
ン グ 状 の 金 属 部 材 １ ６ Ａ 、 操 作 部 １ ２ Ｂ で は フ レ ー ム 等 の 金 属 部 材 １ ６ Ｂ 、 ケ ー ブ ル 部 １
２ Ｃ で は 螺 旋 管 等 の リ ン グ 状 金 属 部 材 １ ６ Ｃ ， １ ６ Ｅ が 配 置 さ れ 、 こ れ ら の 金 属 部 材 １ ６
Ａ の 外 側 に は 、 合 成 樹 脂 製 の 被 覆 が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 実 施 例 で は 、 上 記 挿 入 部 金 属 部
材 １ ６ Ａ と 操 作 部 金 属 部 材 １ ６ Ｂ が 、 導 線 （ 連 結 線 ） １ ７ で 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 こ の 導 線
１ ７ は 端 子 板 １ ８ に も 接 続 さ れ る 。 ま た 、 操 作 部 金 属 部 材 １ ６ Ｂ と ケ ー ブ ル 部 金 属 部 材 １
６ Ｃ ， １ ６ Ｅ は 、 連 結 端 子 板 １ ９ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 上 記 電 気 コ ネ ク タ 部 １ ２ Ｄ に は 、 内 部 回 路 を 保 護 す る シ ー ル ド ボ ッ ク ス ２ １ が 設 け
ら れ 、 こ の シ ー ル ド ボ ッ ク ス ２ １ は 接 片 バ ネ ２ ２ に よ っ て プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ の 筐 体 ２ ３
に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 こ の 筐 体 ２ ３ は 商 用 電 源 の グ ラ ン ド で あ る 筐 体 グ ラ ン ド ２ ３ Ｇ に
接 地 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
そ し て 、 上 記 の シ ー ル ド ボ ッ ク ス ２ １ と 上 記 ケ ー ブ ル 部 金 属 部 材 １ ６ Ｃ と の 間 に 静 電 気 対
策 部 品 ２ ５ が 取 り 付 け ら れ る 。 こ の 結 果 、 挿 入 部 １ ２ Ａ 、 操 作 部 １ ２ Ｂ 、 ケ ー ブ ル 部 １ ２
Ｃ の 全 て の 外 装 の 金 属 部 材 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ ， １ ６ Ｃ が 静 電 気 対 策 部 品 ２ ５ を 介 し て 筐 体 グ
ラ ン ド ２ ３ Ｇ に 接 続 さ れ る こ と に な る 。 こ の 静 電 気 対 策 部 品 ２ ５ と し て は 、 一 般 に 知 ら れ
て い る サ ー ジ ア ブ ソ ー バ ー や エ ア ギ ャ ッ プ を 利 用 し た 静 電 気 抑 圧 素 子 （ サ プ レ ッ サ ー ） 等
が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
一 方 、 上 記 挿 入 部 １ ２ Ａ の 先 端 に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ と バ ッ フ ァ 回 路 等 の 電 子 部 品 が 搭 載 さ れ た Ｃ
Ｃ Ｄ 回 路 部 ２ ７ が 設 け ら れ 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ 回 路 部 ２ ７ に は 同 軸 信 号 線 ２ ８ ａ 、 複 数 の 電 線 を
有 す る 信 号 線 ２ ８ ｂ が 接 続 さ れ と 共 に 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ 回 路 部 ２ ７ の 外 周 は シ ー ル ド 部 材 ２ ９
に よ っ て 包 ま れ て い る 。 ま た 、 上 記 同 軸 信 号 線 ２ ８ ａ 、 信 号 線 ２ ８ ｂ は 、 例 え ば 網 目 状 の
内 シ ー ル ド ３ １ と 外 シ ー ル ド ３ ２ の 二 重 シ ー ル ド で 覆 わ れ て お り 、 こ の 二 重 シ ー ル ド （ ３
１ ， ３ ２ ） と 上 記 シ ー ル ド 部 材 ２ ９ は ノ イ ズ の 影 響 を 除 去 す る た め に 設 け ら れ る 。 そ し て
、 こ の 二 重 シ ー ル ド の 内 シ ー ル ド ３ １ は 、 上 記 Ｃ Ｃ Ｄ 回 路 部 ２ ７ の グ ラ ン ド 端 子 ２ ７ ｇ に
接 続 さ れ 、 外 シ ー ル ド ３ ２ は シ ー ル ド 部 材 ２ ９ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 電 気 コ ネ ク タ 部 １ ２ Ｄ に は 、 信 号 処 理 回 路 等 を 含 む コ ネ ク タ 回 路 部 （ 例 え ば セ ッ ト ア
ッ プ ボ ー ド ） ３ ４ が 設 け ら れ 、 こ の コ ネ ク タ 回 路 部 ３ ４ に は 、 上 記 同 軸 信 号 線 ２ ８ ａ ， 信
号 線 ２ ８ ｂ が 接 続 さ れ る と 共 に 、 そ の 外 周 は ノ イ ズ の 影 響 を 防 止 す る た め に 上 記 シ ー ル ド
ボ ッ ク ス ２ １ で 覆 わ れ て い る 。 ま た 、 上 記 二 重 シ ー ル ド （ ３ １ ， ３ ２ ） も こ の 電 気 コ ネ ク
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タ 部 １ ２ Ｄ ま で 配 設 さ れ 、 内 シ ー ル ド ３ １ は コ ネ ク タ 回 路 部 ３ ４ の グ ラ ン ド （ 患 者 側 グ ラ
ン ド ） 端 子 ３ ４ ｇ に 接 続 さ れ 、 外 シ ー ル ド ３ ２ は シ ー ル ド ボ ッ ク ス ２ １ に 接 続 さ れ る 。 な
お 、 上 記 グ ラ ン ド 端 子 ３ ４ ｇ は 、 グ ラ ン ド 線 に よ っ て プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ の 回 路 内 グ ラ ン
ド 線 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 記 操 作 部 １ ２ Ｂ に は 、 静 止 画 の 形 成 及 び 記 録 の た め の フ リ ー ズ ス イ ッ チ 等 の 複 数 の ス イ
ッ チ ３ ６ が 設 け ら れ て お り 、 こ の ス イ ッ チ ３ ６ も 信 号 線 ２ ８ ｃ に て コ ネ ク タ 回 路 部 ３ ４ へ
接 続 さ れ 、 こ の 信 号 線 ２ ８ ｃ の シ ー ル ド ３ ７ は シ ー ル ド ボ ッ ク ス ２ １ へ 接 続 さ れ る 。 な お
、 電 気 コ ネ ク タ 部 １ ２ Ｄ に は 、 ノ イ ズ を 除 去 す る た め に 、 上 記 の 信 号 線 １ ８ ａ ～ ２ ８ ｃ と
シ ー ル ド ３ １ ， ３ ２ ， ３ ７ を 内 側 に 配 置 し た フ ェ ラ イ ト コ ア ３ ８ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
更 に 、 上 記 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ の 筐 体 ２ ３ に は 、 ４ ｋ Ｖ 以 上 の 耐 圧 を 有 す る ノ イ ズ 除 去 用
の コ ン デ ン サ ３ ９ が グ ラ ン ド ２ ３ Ｇ と の 間 に 設 け ら れ る 。 な お 、 上 記 光 コ ネ ク タ １ ２ Ｅ は
図 示 し て い な い 光 源 装 置 へ 接 続 さ れ る が 、 こ の 光 コ ネ ク タ １ ２ Ｅ に は 電 気 メ ス の グ ラ ン ド
に つ な が る Ｓ コ ネ ク タ ４ １ が 設 け ら れ 、 こ の Ｓ コ ネ ク タ ４ １ は 操 作 部 １ ２ Ｂ の 端 子 板 １ ８
に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 １ 実 施 例 は 以 上 の 構 成 か ら な り 、 挿 入 部 １ ２ Ａ の 金 属 部 材 １ ６ Ａ が 導 線 １ ７ に よ っ て 操
作 部 １ ２ Ｂ の 金 属 部 材 １ ６ Ｂ に 接 続 さ れ 、 こ の 金 属 部 材 １ ６ Ｂ は 連 結 端 子 板 １ ９ に よ っ て
ケ ー ブ ル 部 １ ２ Ｃ の 金 属 部 材 １ ６ Ｃ に 接 続 さ れ 、 こ の 金 属 部 材 １ ６ Ｃ が 静 電 気 対 策 部 品 ２
５ を 介 し て シ ー ル ド ボ ッ ク ス ２ １ に 接 続 さ れ 、 こ の シ ー ル ド ボ ッ ク ス ２ １ は 接 片 バ ネ ２ ２
を 介 し て プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ の 筐 体 グ ラ ン ド ２ ３ Ｇ に 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 ス コ ー プ １
２ の 外 装 体 の 金 属 部 材 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｃ の 全 て が 静 電 気 対 策 部 品 ２ ５ を 介 し て 商 用 電 源 の グ
ラ ン ド に 接 地 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
従 っ て 、 こ の ス コ ー プ １ ２ に 対 し 外 部 か ら 静 電 気 が 印 加 さ れ た 場 合 で も 、 こ の 静 電 気 を グ
ラ ン ド ２ ３ Ｇ に 良 好 に 流 す こ と が で き 、 ス コ ー プ １ ２ 内 の 電 子 回 路 （ 部 品 ） に 影 響 を 与 え
る こ と も な い 。 ま た 、 近 年 で は 、 ス コ ー プ １ ２ に 対 し て Ｅ Ｍ Ｃ （ 電 磁 両 立 性 ） 試 験 が 行 わ
れ る が 、 こ の Ｅ Ｍ Ｃ 試 験 に お い て も 、 電 子 部 品 の 保 護 が で き る と い う 利 点 が あ る 。 更 に 、
従 来 の よ う に 必 要 と な る 複 数 の 信 号 線 に 対 し 直 接 、 静 電 気 対 策 部 品 を 接 続 し な い の で 、 各
信 号 線 に 接 続 さ れ る 電 子 部 品 の 動 作 、 特 性 に 影 響 を 与 え る こ と も な い と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ に は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 構 成 が 示 さ れ て い る 。 こ の 第 ２ 実 施 例 は 、 図 ２ に 示 さ れ
る よ う に 、 ケ ー ブ ル 部 １ ２ Ｃ の 金 属 部 材 １ ６ Ｃ を 静 電 気 対 策 部 品 ２ ５ を 介 し て コ ネ ク タ 回
路 部 ３ ４ の グ ラ ン ド 端 子 ３ ４ ｇ に 接 続 し た も の で あ る 。 こ の 場 合 は 、 ス コ ー プ １ ２ の 外 装
体 で あ る 金 属 部 材 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ ， １ ６ Ｃ の 全 て が 静 電 気 対 策 部 品 ２ ５ を 介 し て 上 記 グ ラ
ン ド 端 子 ３ ４ ｇ 、 即 ち 患 者 側 グ ラ ン ド に 接 地 さ れ 、 こ れ に よ っ て 静 電 気 が グ ラ ン ド に 吸 収
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 第 １ 実 施 例 で は 、 ケ ー ブ ル 部 １ ２ Ｃ の 金 属 部 材 １ ６ Ｃ を シ ー ル ド ボ ッ ク ス ２ １ に 接 続
し た が 、 こ の 金 属 部 材 １ ６ Ｃ を 接 片 バ ネ ２ ２ 又 は プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ の 筐 体 ２ ３ に 直 接 接
続 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ス コ ー プ の 外 装 体 で あ る 金 属 部 材 と プ ロ セ ッ サ 装
置 筐 体 グ ラ ン ド と の 間 、 又 は 上 記 金 属 部 材 と ス コ ー プ 側 回 路 グ ラ ン ド と の 間 に 、 静 電 気 対
策 部 品 を 設 け る よ う に し た の で 、 こ の 静 電 気 対 策 部 品 自 体 が ス コ ー プ 内 の 電 子 回 路 の 動 作
、 特 性 に 影 響 を 与 え る こ と も な く 、 静 電 気 を グ ラ ン ド に 良 好 に 流 す こ と が で き る 。 ま た 、
従 来 の よ う に 、 複 数 の 信 号 線 等 の そ れ ぞ れ に 対 し 静 電 気 対 策 部 品 を 配 置 し な い の で 、 少 な
い 部 品 数 で 静 電 気 対 策 を 有 効 に 行 う こ と が 可 能 に な る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 ２ 実 施 例 の 主 要 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て 静 電 気 対 策 を 行 う 場 合 の 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ， １ ２ … ス コ ー プ （ 電 子 内 視 鏡 ） 、
２ ， １ ４ … プ ロ セ ッ サ 装 置 、
６ ａ ～ ６ ｃ ， ２ ８ ａ ～ ２ ８ ｃ … 信 号 線 、
９ ａ ～ ９ ｃ ， ２ ５ … 静 電 気 対 策 部 品 、
１ ６ Ａ ～ １ ６ Ｃ … 外 装 体 で あ る 金 属 部 材 、
２ １ … シ ー ル ド ボ ッ ク ス 、 　 ２ ２ 接 片 バ ネ 、
２ ７ … Ｃ Ｃ Ｄ 回 路 部 、 　 　 ２ ７ ｇ … グ ラ ン ド 端 子 、
３ １ … 内 シ ー ル ド 、 　 　 　 ３ ２ … 外 シ ー ル ド 、
３ ４ … コ ネ ク タ 回 路 部 、 　 ３ ４ ｇ … グ ラ ン ド 端 子 、
２ ３ … 筐 体 、 　 ２ ３ Ｇ … プ ロ セ ッ サ 装 置 筐 体 グ ラ ン ド （ 商 用 電 源 グ ラ ン ド ） 。
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